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裏面もご覧ください。

令和３年度当初予算　主な事業

　コロナ禍が続く日々ですが、春の日差しが心地よい毎日となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。
ご報告となりますが、3月定例会閉会日に、佐賀市議会新幹線問題研究会がすべての佐賀市議会
議員参加のもと発足しました。総会にて、この研究会における幹事長を
仰せつかりましたので、しっかり、新幹線西九州ルート開業に伴う調査・
研究を実施し、県都佐賀市の発展と繁栄に貢献してまいります。なお、
今年度は佐賀市議会議員選挙（10月17日投開票予定）がございます。

議員二期目の総仕上げに入ったという気持ちで、日々精進を続けますので、今年度もどうぞよろしく
お願い致します。

本庁舎立体駐車場の整備に要する経費

●本庁舎立体駐車場整備事業（財産活用課）　4億4,646万円　

市民サービスの向上及び地域課題解決等に資する AIや ICT技術利活用の推進等に要する経費

●AI・ロボティックス活用推進経費（企画政策課）　1,915万円

南口駅前広場の再整備、市道三溝線沿線ポケットパークの整備等に要する経費

●佐賀駅周辺整備事業（佐賀駅周辺整備構想推進室）　1億9,163万円

三溝線の道路整備、歩道の高質化整備及び無電柱化整備に要する経費

●三溝線道路整備・歩道高質化整備・無電柱化整備事業（道路整備課）　1億8,800万円　

中学生に係る医療費助成拡充の実施に要する経費

●子どもの医療費助成事業　中学生拡充分（こども家庭課）　1,949万円

議員から提出された意見書案3件及び決議案1件については、決議１件（下記）が可決されました。
●新型コロナウイルス感染症に係る差別や偏見、誹謗中傷の根絶に関する決議

ご挨拶

永渕 ふみたか

佐賀市３月定例会
　3月定例会は、3月1日に開会し、予算議案20件、条例議案６件、その他の議案38件、委員会提出議案1件の65議案をすべて
可決※し3月23日に閉会しました。今回の一般会計当初予算の総額は、約1,013億円となり、令和2年度当初予算と比べて、
0.7%の減となりました。（※承認・同意・決定を含む）

文教福祉委員会　所管事務調査報告書
「情報コミュニケーション条例制定の必要性について」を佐賀市長に提出！

議会トピックス

3月23日定例会閉会日に所属する文教福祉委員会の所管事務調査「情報コミュ
ニケーション条例制定の必要性について」の調査結果を、川原田裕明議長より
佐賀市長に提出しました。市におかれましては、今後、是非、条例制定の検討を
進め、障がいの有無にかかわらず、互いに人格と個性を尊重し合いながら共生
する社会の実現を目指して進んでいただきたいです。

N700S 　新幹線かもめ

市長に報告書を提出
文教福祉委員会副委員長として随行
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表面もご覧ください。

http://nagafuchi-fumitaka.com/

永渕ふみたか プロフィール

〒849-0928 佐賀県佐賀市若楠 3丁目 3-23

インターネットで「永渕ふみたか」と検索!!
活動の日々をブログにて発信しています。

BLOG

TEL.0952-38-2323
FAX.0952-33-5176

佐賀北高等学校卒（30期）
昭和51年８月19日生まれ（44歳）

平成29年10月佐賀市議選挙当選（2期目）

佐賀市議会　自民党　自民政新会所属
文教福祉委員会（副委員長）　所属
佐賀駅周辺整備調査特別委員会（副委員長）  所属
議会広報広聴委員会　所属

議会運営委員会　所属

市民総参加子ども育成運動推進本部委員
若楠校区子ども育成部会　部会長
若楠校区子ども会会長
若楠校区地域子ども教室会長

『永渕ふみたかホームページ』もご覧ください。 http://nagafuchi-fumitaka.com/
https://www.facebook.com/nagafuchifumitaka/

お気軽にご相談ください。

答弁質問
質問サイトを設置する考えは ?
②SNSやYoutubeの活用の考えはあるのか？

③広報のため動画コンクール
など実施してみてはどうか？
④選挙広報PR大使の導入の
お考えは？

①市のホームページに選挙の特設
②SNSの活用は、他市の活用事例を参考に検討したい。
またYoutubeの広報活用については、次の市長・市議会議員選挙
での導入に向けて準備を進めたい。
③若年層対象にコンクールや動画作品の募集、
企画への参加について検討したい。
④一定の効果も見込めるため今後検討したい。

①特設サイトの設置に向けた検討を進めたい。

ここがポイント！ 　今回は、私が議会インターンとして大学生の受け入れをおこないましたので、大学生二名と
一緒に若年層の選挙の投票率向上に関しての質問を制作し執行部に質問を致しました。まずは、市への提案としてインター
ネットにおける特設PRサイトを作ることの必要性をお伝えしました。現行の市のホームページでの情報発信も重要ですが、

情報の取り出しやすさを考えれば特設PRサイトを作ることも重要ではないかと思います。次に、SNS※と YouTube※での
情報発信について質問しました。2月に発表された通信大手の「YouTube利用動向調査」の結果によるとYouTubeの利用
率を都道府県別に見ると、利用率がもっとも高いのは佐賀県なのだそうです。YouTubeには6秒間スキップすることが
できない動画広告、バンパー広告というのがありますので、選挙広報への導入を質問にて提案致しました。動画に関しては、
大学生から提案を受けた選挙啓発の動画コンクールの導入に
関してもお伝えしました。市には若年層のご意見を参考に選挙
PR戦略を練って、今後の選挙における投票率向上に努めて
いただきたいです。他の質問としてはスポーツ選手などの
著名な方を採用し情報発信をおこなう選挙広報PR大使導入の
提案もおこないました。若年層の投票率向上のため、次回の
選挙では多くのインパクトのある施策の実現を市には期待
致します。

3月1日に校区で所属するまちづくり協議会子ども育成部会より小学校に小学校の
キャラクター「すくすくん」と疫病退散の妖怪「アマビエ」が合体したアマビエ
すくすくくんのデザインマンホールを贈呈しました。このデザインマンホー
ルには「若楠っ子 みんな元気　笑顔　仲良し !!」という昨年度卒業した児童
からのメッセージが添えられています。昨年度は、新型コロナウイルス感染
症の影響により子どもたちと一緒に地域にて活動する機会がほとんど得ら
れませんでしたが、今年度は子どもたちと一緒に楽しく地域活動できる日が
来ることを切に願っています。

質問の制作に協力をしてくれた
大学生インターンの皆さん

キャラクターをPR大使に起用した
北九州市は若年層の投票率UPに成功

地域活動日記

コロナに負けないで！という
思いを込めマンホールは

制作されました。

小学校に贈呈された
アマビエすくすくくん

マンホール

若年層の投票率向上の施策実現を！一般質問

質問  永渕史孝 答弁 選挙管理委員会 

※SNS…LINE（ライン）、フェイスブック、ツイッターなど ※YouTube…インターネットにおける動画閲覧サイト


